
高等学校授業料無償化に係る影響分析（速報）

１

【目的】
私立高校の授業料が実質的に無償化されたことに伴い、中学校卒業者の進路動向に変化があったとみら
れることから、入学者数の状況を分析したもの。

【高校授業料無償化（高等学校就学支援金）の制度概要】

【分析結果の主なポイント】

【今後の予定】
中学生及び高校１年生、それらの保護者に対するアンケートを実施し、今回の結果と合わせ詳細を分析
の上、秋頃を目途に公表したい。

・入学者が約1,000名、私立高校へシフトしている。ただし、地域ごとにばらつきがある。

・第一学年の私立高校在籍割合が、昨年度に比べ2.7ポイント増加しており、過去10年間で最大の伸び
率である。

・私立高校の志願者数に対する入学者数の割合が増加している。

・他学区から石狩学区の私立高校へ入学する者が増加している。

・道立高校の学力検査日の欠席理由として「私立高校を志望」とする割合が12.8ポイント増加している。

公立高校（全日制） 令和７年度から 支給上限額11万8,800円、所得制限なし

私立高校（全日制） 令和７年度まで
支給上限額 39万6,000円
所得制限 590万円未満
※590万円を超える場合は、上限額11万8,800円

令和８年度から
支給上限額 45万7,200円
所得制限 なし

※年収は両親のうちどちらか一方が働き、高校生1人（16歳以上）、中学生1人の4人世帯の目安
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高等学校就学
支 援 金 制 度
(R7～R8年度)

公立高校(全日制)へ通う生徒 私立高校（全日制）へ通う生徒

支給上限額 11万8,800円
所得制限 なし

支給上限額 39万6,000円
所得制限 590万

支給上限額 45万7,200円
所得制限 なし

R7年度 R8年度

※ 590万を超える場合は、上限額11万8,800円

高等学校第一学年在籍者数の推移（令和7年度：5月1日現在、令和8年度：4月1日現在）

R7年度・R8年度

▲951人

私立高校の在
籍者数の割合
が増加した主
な学区の状況

・入学者が私立高校へシフトしている傾向が見られる。ただし、その度合いは地域ごとにばらつきが
ある。

※新たな制度の検証については、法施行後、3年以内の期間に十分な検証を行った上で、必要な制度の見直しを実施。（法附則第5条）

24,995人

公立高校

24,044人 9,479人

私立高校

10,415人
R7年度 R8年度

＋936人
R7年度 R8年度

在籍者数全体に占める私立高校の割合が、約2.7ポイント上昇 [過去10年間で最大の伸び率]

学区名 R7年度 R8年度 差

胆振西学区 184人 240人 ＋ 56人 ＋5.5ポイント

上川南学区 966人 1,076人 ＋110人 ＋4.0ポイント

石狩学区 5,999人 6,670人 ＋671人 ＋3.7ポイント

胆振東学区 400人 439人 ＋ 39人 ＋2.8ポイント

十勝学区 555人 572人 ＋ 17人 ＋1.4ポイント
２

※ 年収は両親のうちどちらか一方が働き、高校生1人（16歳以上）、中学生1人の4人世帯の目安
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世帯年収 ※ H28(2016) H29(2017) H30(2018) R1(2019) R2(2020) R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026)

公
立

約910万未満 118,800円

約910万以上 ー 118,800円

私
立

約590万未満 178,200円～297,000円(所得に応じ段階的に加算) 396,000円 457,200円

約910万未満 118,800円 457,200円

約910万以上 ー 457,200円

0.5p
1.0p

0.5p 1.2p
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・第一学年の私立高校在籍割合が、昨年度に比べ2.7ポイント増加しており、過去10年間で最大の伸び率
である。

私立高校

公立高校

就学支援金制度のこれまでの経過

2.7p

24.0％ 24.5％ 25.5％ 26.0％ 27.2％ 27.6％ 28.1％ 28.2％ 27.9％ 27.5％ 30.2％

※年収は両親のうちどちらか一方が働き、高校生1人（16歳以上）、中学生1人の4人世帯の目安

高等学校第一学年在籍者数に占める私立高校の割合の推移

３
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私立高等学校（全日制課程）の志願者数に対する入学者数の割合

・私立高校の志願者数に対する入学者数の割合が増加している。
（R7：28.7％ → R8:31.7％ 約3ポイントの増）

+3㌽

学 区

R6 R7 R8 増減（R8-R7）

志願者a 入学者b b/a 志願者a 入学者b b/a 志願者a 入学者b b/a 志願者a 入学者b b/a

全道計 31,107 9,017 29.0% 30,091 8,639 28.7% 30,282 9,612 31.7% 191 973 3.0p

主
な
学
区
の
状
況

石狩 19,861 5,455 27.5% 19,403 5,288 27.3% 19,779 5,975 30.2% 376 687 2.9p

後志 929 293 31.5% 876 282 32.2% 838 269 32.1% ▲ 38 ▲ 13 -0.1p

胆振西 760 181 23.8% 710 184 25.9% 690 238 34.5% ▲ 20 54 8.6p

胆振東 1,345 429 31.9% 1,246 398 31.9% 1,216 436 35.9% ▲ 30 38 4.0p

渡島 2,143 866 40.4% 1,941 715 36.8% 1,903 749 39.4% ▲ 38 34 2.6p

上川南 2,706 1,017 37.6% 2,648 964 36.4% 2,631 1,073 40.8% ▲ 17 109 4.4p

十勝 1,843 507 27.5% 1,868 554 29.7% 1,802 568 31.5% ▲ 66 14 1.8p

（4月1日現在）

R6年度
R7年度
R8年度

主な学区の状況

※付属中学校からの入学は含まない。４
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① 胆振東

石狩

18人増(49→67人)

② 上川南 15人増(34→49人)

③ オホーツク西 14人増( 3→17人)

④ 釧路 21人増(28→49人)

主な学区と増加人数（昨年度比）

④
釧路

石狩 21人増(28→49人)

⑤ 十勝 14人増( 5→19人)

主な学区と増加人数（昨年度比）

主な学区外進学者の減少事例

⑥ 石狩 後志 17人減(115→98人)

⑦ 石狩 上川南 11人減( 30→19人)

⑧ 上川北 上川南 10人減( 37→27人)

＜その他＞

他学区から石狩に進学した生徒の数が

76人(約13％)増加（590人→666人）

他学区への進学者が前年度と比べ最も増えた学区

釧路：34人(約69％)増加（49人→83人） 空知

石狩
後志

胆振 日高

渡島
檜山

上川

留萌

宗谷

オホーツク

十勝

釧路

根室

檜山

①胆振東→石狩
（18人増）

②上川南→石狩
（15人増）

③オホ西→石狩
（14人増）

④釧路→石狩
（21人増）

⑤釧路→十勝
（14人増）

⑧上川北→上川南
（10人減）

⑦石狩→上川南
（11人減）

⑥石狩→後志
（17人減）

私立高校入学者に係る学区外入学者数の変化 ※令和7年度と令和8年度の比較

・他学区から石狩学区の私立高校へ入学する者が増加している。

５



高等学校授業料無償化に係る影響分析（速報）

道立高等学校受験者のうち当日欠席者の理由の変容

当日欠席の理由 令和5～7年平均 令和8年度 変 容

私立高校を志望 50.6％ 63.4%

高等専門学校を志望 43.3％ 25.5% ▲17.8㌽

その他（病気等） 6.2％ 11.1% ＋4.9㌽

＋12.8㌽

・道立高校の学力検査日の欠席理由として「私立高校を志望」とする割合が12.8ポイント増加して
いる。

６



高等学校の授業料の負担軽減を図る国の就学支援金制度が拡充され、今
年度から私立高校の授業料が実質的に無償となりました。
このため、生徒や保護者の皆様の進路に関する意識の変化や、高校に関

するニーズなどを把握し、高校教育の充実に向けた政策に役立ててまいり
ますので、ご協力をお願いいたします。

全道の中学生（1～3年生） とその保護者の方
高校1年生 とその保護者の方

二次元バーコードまたは
次のアドレスから、
スマートフォン等で回答してください。

回答はこちらから

所要時間約１～２分

回答期間

令和８年（2026年）7月26日（日）まで

北海道教育庁学校教育局高校教育課 高校改革推進室
011-231-4111(内線：35-811) 平日 8:45～17:30
kyoiku.kokyo3@pref.hokkaido.lg.jp

支給上限額 45万7,200円/年
所得制限 なし

公立高校
（全日制）

私立高校
（全日制）

支給上限額 11万8,800円/年
所得制限 なし

中学生・高校生（1年生）の皆様、保護者の皆様へ

※1

※1 義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程、特別支援学校中学部を含む
※2 中等教育学校の後期課程、高等専門学校、通信制高校のR8年度入学者を含む

https://www.harp.lg.jp/mYlpSftJ

※2

※回答は匿名です。

＜参考＞ 高等学校就学支援金制度の概要 （R8年度～）

主な質問内容
中学生

・授業料の無償化は学校選択にどのような影響があるか
・高校を選ぶ際に大事にしたいこと など

高校生
・授業料の無償化は学校選択にどのような影響があったか
・在籍している学校を選ぶ際に大事にしたこと など


